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花尚岩地形の特徴
一 組織地形学の視点か ら 一

池 田 碩*

OntheCharacteristicsofGraniticLandform

HiroshiIKEDA*

1.地 形の形 成

現在存在 している地形は不動の ものではなく、長い歴史の中で生まれ、そ して変形 してきた

ものであ り、今後 も変化 してい く。だか ら我々が見ているものは、現在の時点の地形にす ぎな

いo

地形形成にかかわ り、地形を支配する要因には、組織 ・構造 ・地殻変動 ・気候 ・時間などが

あげられる。 これらのうち、筆者は組織 と地形との対応関係 とい う視点か ら 「花崩岩」がつ く

る地形を調査 してきた。
一般に組織の概念には、地形に影響を与える岩石の性質 と地質構造が含まれる。 しか し筆者

は現在の地形を対象とす るため、本論では岩石の性質(物 性)と 地形について考察す る・ この

ため、組織地形 と岩石地形とはほぼ同意 と考えている。

いろんな地形を構成する岩石の種類によってそれぞれの岩石の性質のちがいを反映 した固有

の地形(岩 石制約)が できる。それにはさらに気候 ・気象環境のちがいが0層 地形の変化を助

長 させるため、世界には地域性に富んだ地形が形成される。一方、同一気候、同一の岩石から

なる地域でも地形形成後の時間(年)や 地形が位置 している場の条件の差によって、多様な風

化段階の地形が出現する。

以下、組織地形の視点か ら花r^r岩 ・花^.岩 地域の地形の事例を紹介 し、基本的な考え方を述

べる。

2.花 嵩岩地形

2-1.な ぜ 「花嵩岩」か

地球上には種々な岩石が存在する。同一の岩石が山地を形成 していた り、風化作用を受けて

分解 ・土壌化 した り、 さらには侵食作用の結果洗い流されて堆積 したところでは、その岩石に

起因す る地形や土壌(地 層)を 形成 している。
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このため各地域の地形や土壌は、その地域に分布する岩石の性質を反映 しているものである。

その場合、同一の岩石が広 く分布 しておれば、当然その地域の地形や土壌の特徴も全域的に類

似 している。その中に他岩種の ものが分布 して くれば、地域の性質は複雑となる。 しか しそれ

は研究者にとっては、それぞれの岩種間での性質の特徴と地形や土壌 となった場合の差異を知

る良い機会で もある。

通常地形は、時間の経過 とともに地表か ら変質 ・変形 してい くが、石灰岩のように地中から

も地下水による溶食によって変化 し、特異な地形を作 り出す こともある。

筆者は、数ある岩石の うちから 「花ttr岩」を選択 して、花ttr岩が分布する地域の地形の特徴

とその形成過程を調査 してきた。それには、まず花崩岩の分布が身近な地域(筆 者が居住 し、

勤務する近畿地方)か ら、 日本各地に、そ して世界的にも広 く分布 していること。 しか もそれ

ぞれの地域における地質構造の条件、地形が位置 している場の条件や気候環境の差異によって、

形成 される地形 ・微地形に著 しい多様性が生 じることによる。

これ ら両者のかかわ り方によって、各地の、さらには世界の花崩岩地形を体系的に整理 し、

花崩岩地域の各地形の成因を解 明し、地形誌を編むことが可能になるであろうと考えた。

0

図 一1日 本列島のおける花w岩 の分布1)
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我が国における花w岩 地域は、図11)に 示す ごとく、 日高山地の中南部、北上山地、阿武隈

山地、関東山地北部、北 ・中央 ・南アルプス、近畿地方の中北部、中国山地、北九州の山地、

屋久島まで、ほぼ 日本全域に分布する。そ して 日本の花崩岩地域の特徴は、環太平洋造山帯で

しかも大陸 と海洋プレー トの接触部に位置する弧状列島で、その中でも隆起部の変動帯に当っ

ているため岩石の割れめの密度がきわめて高いこと。 しかも四面海に臨み、加えてモソスーン

気候下にあるため過去の氷期および現在を通 して湿潤な気候環境下にあり、風化土壌(マ サ)

化が進みやす く、時にはまるで砂山のように深層まで風化 している。

筆者はこのような島弧変動帯の激 しい風化環境下の日本の花崩岩地域から研究をスター トし

たが、そのうちに海外の文献を通 じて同 じ花w岩 地域であるのに、 日本ではまった く見 られな

いような地形が存在 しているのに気づきだ した。そ こで しばらくは、可能な限り日本よりも外

国の花崩岩地域の調査に集中することに した。それは、 日本 とはできるだけ対照的な地質構造

を有 し、 しか も異なった気候環境地域で調査することが、 日本の花崩岩地形 とその特異性を浮

き彫 りに していく上で も有効であると考えたか らである。

つま り地質構造か らは、不安定な島弧変動帯に位置 している日本に対 して、安定 している大

陸地塊が広い面積を占めるアメ リカ、アフリカ、オース トラリアをフィール ドとした。さらに

気候からは多湿なモソスーソ気候下の 日本に対 して、砂漠を中心 とす る乾燥 ・半乾燥地域と、

氷河またはかつて氷河におおわれていた地域の地形を観察、調査 した。その結果、これまでは

文献のみで見ていたヌナタク・巨大な岩塊流や構造土 ・イソゼルベル ク・ボル ソハル トや フルー

ト・タフオニ ・グナマなど多 くの我が国では存在 しないかまたはごく一部例外的に しか見 られ

ない地形の典型的なものの実態を知ることができた。

しか も、花崩岩地域は、世界に広 く分布するため、それぞれの地域で人々の生活 とのかかわ

りも大きい。花w岩 その ものを 「石材」 として利用する立場でのかかわ り方もあれば、風化作

用の進んだ山地が地震や豪雨に襲われ ると崩壊や土石流を発生 させやす く 「災害」 とい うマイ

ナーな立場でかかわる場合 もある。 このような花崩岩地形の応用的側面からの研究も重要であ

る。

2-2.花 嵩岩の性質2)3)4)

A.花r一 岩の鉱物組成

花r-i--r岩を形成 している主要な造岩鉱物は、長石 ・石英 ・雲母である。それぞれの鉱物粒子が

ほぼ等間隔に配列 してお り、語源 もラテソ語の粒状からきている。 このうち長石はカ リ長石と

斜長石の両方を含むが、斜長石の方が多 くなると粗粒の花崩閃緑岩 ・アダメロ花崩岩 となる。

化学組織的には、酸性岩でSiO2の 量が65～77%を 占め、優 白質(色)で あるが、有色鉱物

の量が増加す るに従い淡紅色や灰黒色 となる。

B.花 崩岩の生成

花崩岩は、マ グマが地下深所で固結 した岩体 ・岩石である。火成岩中の深成岩の中で も、最

も低温でゆっくり固結 した ものとされ る。成因的には、岩漿分化作用による最後の産物である

が、さらに変成作用あるいは花崩岩化作用によって も形成される。

C.岩 体の隆起とその後の侵食

花崩岩は、深成岩であるため地表では形成 されない。それなのに各地に広 く花崩岩地域が存

在するのは、その土地が隆起 し続けたため、花崩岩体の上部をおおっていた他の岩体が侵食さ

れた結果、地表に露出するようになったためである。
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2-3.花w岩 の特徴 ◎

A.地 表への露出に伴なう風化 ・侵食の開始

若い山地では、しば しばまだ花w岩 が一部に露出 したばか りで、周囲にはまだ花崩岩体をお

おっていた岩石からなる部分の方が広い山地 も多い。 しか し地表に露出した花崩岩は、周囲の

岩石 よりも風化作用の進む速度が早いため、侵食 も進む。その結果、山地の中で も最 も隆起 し

た部分に露出 した地形が時間の経過 とともに侵食が進み、逆 に周囲の山地 より低 くなっていく
、

ことが多い。3-3-Aで 示す比叡山地はその例である。

B.風 化作用 とその状況

風化作用が他の岩石 より早 く進むのはなぜだろうか。理論的には、風化作用は大きく 「機械

的風化作用」 と 「化学的風化作用」とに分けられる。

機械的風化作用は、岩の割れめに起因す るもので、割れめの密度 と割れめの増加や拡大を促

進 させ、岩石を劣化させてい く作用である。それには岩質 としての節理のほか、花歯岩体の隆

起に伴うテク トニックな割れめや、地表に近づ くに従い荷重が減 じると生 じて くるシーティソ

グによる割れめ、寒冷地域での凍結 ・融解の くり返 しによって生 じる割れめ、乾燥地域を主と

する昼夜の温度差による岩石表面の収縮による割れめ、さらに樹木の成長に伴 う樹根の成育に

よる割れめの拡幅などがあげ られる。

化学的風化作用は、地表からの空気や水の滲透による水和作用による風化である。その うち、

地表近 くの土壌化(数10cm～ 数m)を 表層風化 と称 し、地下深所までの砂状化(数m～ 数10

m+α)を 深層風化という。

次に、実際の地形、特に我が国の花w岩 の場合の風化の調査からは 「割れめの密度の高さや

割れめの規模」 と 「風化土壌化(マ サ化)」 の差によるちがいがきわめて著 しいことに気づく。

そこでそれぞれの状況について、特徴を整理 してお く。花ttr岩の割れめの密度 ・割れめの規模

を、実際の地形で定量的に測定することはたいへんむつか しい。筆者は現地調査をもとに、地

形 ・微地形の形成にかかわ っている割れめの状況と規模から観察 し、次のように分けている。

表1花 南岩の割れめの間隔と地形の特徴

微小(ひび)割れ一 一表面のみが小 さく割れて、波状 ・曲線状となる

小 割 れ一1㎝ ～30㎝ 一 地上に コアス トーソを作 らない

日本のよう中 割 れ一30㎝ ～1m一 地 上に コアス トー ソを作る

な変動帯大 割 れ
一1m～3m一 コアス トーソ多 ・トアも作 る

大陸の安定巨 大 割 れ一3m～ 一 トア多 ・ボルソハル トも作 る

した地域

わが国の花崩岩山地の場合は、経験的に小割れ ・中割れ ・大割れで分級できるが、大陸の安

定陸塊地域では割れめの密度がきわめて低いため、巨大割れを付け加えねばならなかった。

風化土壌化(マ サ化)の 状況について観察すると、わが国の山地における風化土壌化の特徴

は、A・ 風化土壌化の程度の差と幅がきわめて大きいこと。B・ 特に風化土壌化(マ サ化)の

進んでいるところでは、まさに砂山のような状況にまで至っていることである。

すなわちAは 、各地に滝 ・峡谷や採石場があるように未風化の山地から、まるで砂の山では

と疑いた くなるほど風化 しているところもある。その差によって同一岩石内にありなが らも、

地形は大き く異なる。3-2-Aの 田上山地はその典型的な例を示す。

Bは 、山頂小起状平坦面を有する山地か、高原に存在 している。その ような地形の成因は、
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隆起準平原山地であることから、風化作用はすでにかつて平野(低 地)で あった ころから継続

しているものであ り、山頂小起状平坦面の風化は準平原風化と言 ってもよい。

C.ま た我が国の花崩岩山地では、一般的に前述 した ように割れめの密度が高い上に気候が

湿潤であるため、風化が進みやすい環境下にあり、概 して岩石の表面は急速にボロボロになり

やすい。そのことが、我が国にフルー ト・タフオニや グナマなどの地形を形成させに くくして

いるものと考える。

3.花 嵩岩地域と地形の例

3-1.割 れめと地形

A.割 れめの規模の地域差 と地形の例一六甲山地5)

六甲山地では、図一2で 示す ように花rtr岩の割れめの規模に明瞭な地域性がある。南東部に

大割れが、北西部に中割れが、北東部に小割れが集中している。
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図一2六 甲山地における花嵩岩の割れめ密度分布図

このような割れめの規模の地域差と地形との間には、密接な対応関係が認め られる。特に、

岩塊 ・岩屑などの生産物の大きさの差にそのまま反映 している。 これが さらに、山地の開析の

差 とな り、斜面形 ・山腹崩壊の状態を変化させ、河床や崖錐 ・扇状地などの構成物の大きさや、

風化土壌化の進む地域でのバッ ドラソドの景観にも大きな差を生 じている(図 一3)。

このような地域差は、1995年1月 地震時に発生 した山腹崩壊地の分布(図 一4)の 差にも明

瞭に現われた。すなわち崩壊地が集中 しているのは、小割れ地域にあたる北東部0帯 とその南

部への延長域で、両図はほぼ一致 していることがわかる。
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図一3小 割れ地域(上)と 大割れ地域(下)で のバッドランド形と景の相違
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図一4兵 庫県南部地震による崩壊地の分布(六 甲砂防工事事務所、1995)

(右方のワク内は図一2の 範囲を示す)

B.節 理に沿う谷 と沿わない谷一田上山地6)

田上山地において、1次 谷を例に節理に沿 う谷(写 真Cペ ー ジ上左)と 沿わない谷(写 真C

ページ上右)で 、谷の形態や発達の状況を比較 してみた。

その結果は図一4、 図一5お よび表一2で 示 したように著 しいちがいを見せている。

両谷までの大きく異なる点は、節理に沿う谷の方では、当然ながら完全に節理に支配 され谷

は直線的に流下、 しかも平行 してほぼ等間隔に発達 している。水流 も多 く、谷の断面は深 くて

長い。谷の形すなわち谷の形成は水流侵食によって進行 している。

これに対 し、節理に沿わない谷はその方向に統一性が無 く、直線的でもない。流水量 も少な

く澗谷の方が多い。谷幅の割に谷は浅い。谷の形、谷の形成はすべてを水流侵食によってはい

なく、風化物の甫行移動(飽 和地下水面に規制)に よる。
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地 表 の風化段階

土 壌 化:…

岩 塊 化:::

未風 化の岩盤///,

砂 防堰堤1m以 下 一A

砂 防堰堤1.1～2.0取B

砂 防堰堤2.1m以 上 匝C

植生の分布とその密度

成長 した松 ・散在o

、

や碗 あ鎌 灘

季離雛葉艦

⑨ ⑥・⑤(軌 ④
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100m

図一5節 理に沿う谷のスケッチと断面

①i② の谷床彰①

1Z3en

!瞳 、

職ン。一

CI型 の谷 ・およびC∬ 型の谷を発辺警せる
B型 の谷の横勝面摂式図

表2節 理に沿う谷と沿わない谷の地形比較
1

比較 事項 節理に沿う谷 節理に沿わない谷

水 流 の 有 無 抽出谷9本 中、7本 で湧出 抽出谷9本 中、2本 で湧出

(夏の乾期の調査) 水量は谷の規模に比例する 水量は少ない
聯

谷 の 配 列 直線的で谷の間隔は谷の長さに比例 谷の規模不規則

30～50m間 隔 で発達 谷の幅不規則

谷 の 流 域 形 細長い長方形 じょうご型

谷の横断面形 谷幅が狭い割には深く、谷 壁は急 谷幅は広 く、浅い

谷の縦断面形

風 化 の 程 度

直線的で長く、全体にコソケイブ

上部は土壌化、中部は岩積に移行

上部が コソケイブ、下部が コソベクスが多

い

上部は土壌化、中部は岩塊の分布多、株は

岩壁

縦 断 面 で 下部は中部と変わらない 下流へ向かうほど順次未風化へと移行

横 断 面 で 上部と下部で風化進む、中部が最も 上部は全体に風化、中部やや風化、下部未

未風化 風化へ

谷 の 侵 食 形 明瞭な水流による侵食形 上部では風化が進み、崩落 ・崩壊など重力

移動に伴うくぼみに沿う。下流になると水

流侵食形に移行
1
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3-2.風 化土壌化(マ サ化)と 地形 一地形が位置する場の条件による多様性

A.風 化の差による同一山地内での地形の多様性の例一田上山地7)

田上山地全体について、現在の地形の位置づけを中心に、山地の形成 と侵食 ・解体状況を含

めた地形発達の概念図を描いたのが図一7で ある。
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風化状況

A:風 化土壌(マ サ)

B:風 化土壌化過程

C:未 風化岩

地形の状態

1平 坦面風化 ・深層風化

IIバ ッドラソド

皿 岩骨露出起伏面

d高 位谷

d':現 輪廻谷

nn':河 床傾斜変換点

(遷急点)

図一7花 嵩岩山地の風化地形模式断面図

大き くは1:風 化土壌化の著 しく進んでいる標高500m程 の前輪廻小起状平坦面、皿:風 化

した小起伏面の侵食後退後の現輪廻面、お よびH:現 輪廻面の拡大(急 激な侵食域)前 線付近

の3地 域に分けられる。

前輪廻面では、深層風化が進み、砂山状の小起状が山頂平坦面上をおお うのに対 して・現輪

廻面では岩骨状の尾根 と谷の起状の大きい地形を形成 している。侵食前線付近ではバッ ドラソ

ドが出現、さらに前線側へと拡大 させている。 このように風化状況が相異す る地域(段 階)毎

に、地形 ・微地形のちがい、すなわち多様な地形を作 りあげている。

3-3.花 歯岩と中 ・古生層の地形のちがい一ロックコン トロールの事例

A.山 地を構成する岩石の種類 と風化および地形の相異の例一比叡山地8)

比叡山地一帯の基盤は、中 ・古生代のチャー ト・砂岩 ・粘版岩などの互層か らなる堆積岩で

ある。そ して中生代 白亜紀にこの地下にマ グマが貫入 してき、ゆっくり固結 して花崩岩バソリ

スとなった。

その後第四紀に入ると、地盤の隆起が進み地塊山地 と化 して くるが、その過程で高い部分が

侵食された結果、花r^r岩が地表へ露出 した。 さらに、花崩岩の露出部分は山地の侵食に伴って

拡大 した。花qtr岩は風化作用が中 ・古生層の岩石より著 しく速 く進むのに対 し、花ttr岩と接す

る部分の中 ・古生層はマグマの貫入時に接触変成を受けて硬化 しホルソヘルスと化 しているた
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め、この部分だけが差別侵食を受けて突出す ることになった。その うち北方に位置 しているの

が比叡山延暦寺の位置する周辺であ り、南方に位置 しているのが京の夏の夜をこがす大文字焼

の火床の周辺である。それぞれの立地位置の選定の確かさには敬意を表 したい。なお、この地

の花wt-r岩地域には、大正時代頃まで採石場があった。その位置も風化(マ サ化)の 進む地域で

あ りなが ら図中に示 したように、ごく限られた未風化な基岩が採取できる位置に当っている。

比叡山
延暦寺

如意ヶ岳

笏1 懲2
十 十
→。 一←3 掩 繰4 5蓬

図 一8比 叡山地の地形模式断面図

1.中 ・古生層2.ホ ル ソヘルス3.花w岩4.風 化 花崩岩5.採 石 場(跡)

B.地 質の差による非対称斜面の形成例一比良山地9)

図一9の 中央部の破線で示す南北方向の尾根付近を境に、安曇川に向かう中 ・古生層の砂岩・

頁岩 ・チャー トなどの互層か らなる西側斜面 と、琵琶湖側の花歯岩からなる東側斜面に出現す

る地形 ・微地形を比較 した。

その結果は、表一3に 示 した ように、基本的には花ttr岩からなる斜面の方が谷密度が高 く、

崩壊地も多 く、斜面全体の開析が速い。

以上の5例 は、我が国の同0気 候下で、同一花歯岩山地内に生 じる花嵩岩地形の多様性を示

した。故に、このようなオーダーで世界の気候帯毎に調査 していけば、一層 多様な地形 ・微地

形が現われて くる。それらの見体的例は、現在雑誌 「地理」に連載 しつつあるので本論文では

省略する。

丹
波
＼
山
地

武奈ケ岳△

古生層

_《 乙

、"K 炉

壷
南比良峠

,..沖 積 層

蕊 、
一グ
正面谷

谷岩

、

,

大

＼
、、
、・
'
"

'

V認

ノ

♂

"詑

W
岳塗

図一9比 良山地中央部における変形地の分布図
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表一3比 良山地の岩石を異にする東 ・西両側斜面での非対称性の比較

比 較 事 項 西 側 斜 面 東 側 斜 面

等高線の状態 やわ らかいカーブ 届曲した小刻みのカーブが多く、

切り込みが深い

谷 密 度 少ない 多い

谷の規模 大規模1小 規模多数 中規模多数
!「 、

東 ・西斜面に現われる谷を 中規模なし 大規模なし

対称的に大 ・中 ・小規模に

、分けてみ ると.

通常時水流の有無 大 ・小規模の谷 とも有 ほとん どな し

(地形図にもとつ く)

水流の性格 表層流的 滲透流的

変形地(主 として崩壊地) 少ない 多い

斜面開析量 小 大

割れめの密度(相 対的に) 粗 密

風化の程度 小 大

基盤の岩石 中・古生層の砂岩・頁岩・チャー ト 花r�岩 類

4.さ い ご に

筆者は、これまで組織地形(学)・ 岩石地形(学)の 立場か ら、我が国のみならず世界的に

も広 く分布する花崩岩 ・花崩岩地域を取 り上げ、地形の特徴とその形成について調査 してきた。

花崩岩が作る地形は、深成岩である花r^r-r岩が地表に露出 してからの時間や岩質 と気候環境 と

によってヌナタク・岩塊流 ・イソゼルベル ク・ボル ソハル ト・トア ・タフォニ ・グナマ ・ポッ

トホール等、さまざまな地形を作る。

さらに同一地域においても、花崩岩山地の形成過程 と風化の程度や侵食段階の差によって、

厚 く風化 している準平原山地の地表、侵食が勢いよく進むところに生 じるバ ッドラソ ド、風化

した土壌が侵食 されて しまって岩骨状の尾根 と谷となって しまった地形など、多様性に富んだ

地形を作る。

このように同一岩石が作 る地形 としては 「花崩岩」は、他のいろんな種類の岩石よりもはる

かに地域性 と多様性に富んだ地形を作ることがわかった。

花rtr岩 ・花崩岩地域は、世界的に分布 しているため、そ こは多 くの人々の生活空間 となって

いる。そのため、花rrtr岩その ものを建物や橋その他の石材 として利用 している。一方風化土壌

化作用が進みやすい岩石だげに豪雨や地震に襲われると、 しば しば崩壊、土石流が多発 し悲惨

な地形災害を発生 してきた。それだげに地域性 と多様性のな りたちを明らかにすることは、応

用面としても重要であろう。

そのためにも体系化を 目指 し 「花崩岩地形学」 とい う分野の確立が望まれる。ちなみに ドイ

ツ10)・フラソス11)・オース トラリア12)・イギ リス13)ではその分野の著作が出版されている。 し

か し我が国では、体系化を遂行するには余 りにも基礎的情報が欠如 している。その状況をふま

えて、今回は花ttr岩地形に対する基本的な考え方と、同一地域(同0山 地)に おける花崩岩地

形の多様性の例を取 り上げ紹介 した。

なお筆者は、世界各地の花歯岩地形および人間生活とのかかわ り方に関しては、雑誌 「地理」

に24回 にわたって紹介(1996年1月 ～97年12月 号)し ている14)。
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写真A=小 割れ(1～30cm)地 域の状況

六甲山地の東北部

(分布範囲は図一2に 示す)

右上 ・小割 れ山地

コアス トー ソを作 らない

左中 ・斜面から谷間には岩

屑がおお う

『
厩

讐

▼

霧
響

毎
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鮎
拶

耀 雛 響 ぐ♪

纒 ・懲 叢…嵐

鋸 饗璽 糠 .

響
螺 驚謙 総

左下 ・分解がお くれている

岩塊にも、割れめが多数

入っている(中 央は小型

カメラ ・長辺10cm)
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写真D=風 化と侵食段階による地形の多様性 田上山地南部
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Summary

TheauthorhasstudiedgraniteandgraniticregionsbothinJapanandelsewhereforalongtime

fromtheviewpointofstructuralgeomorphologyandrock-controlgeomorphology.Author'shas

examinedtheirgeomorphologicalcharacteristicsaswellastheprocessesoflandformdevelopment .

Granitetopographyisformedofplutonicrockswhichovertimecometobeexposedonthe

surfaceandisacteduponbytheclimaticenvironmenttoformnunatac,moraines,bornhardt ,

tor,tafoni,gnammaandotherweatheredsandyhilllandformsofgreatvarietyandeachhavinga

distinctregionalcharacter.

Furthermore,eveninthesamearea,differingdegreesofweatheringanderosionmayresultin

agreatdiversityoflandforms,fromdeeplyweatheredpeneplainmountainstohighlyeroded

badlands.Whentheweatheredsoiliserodedaway ,rockyridgesorvalleysmayremain;

landscapesofgreatvarietyinarelativelysmallarea.

Thelandformsthatdevelopinsuchareasofhomogeneousgraniticrocksthusresultinagreater

varietyofregionalcharacteristicsanddiversitythaninotherkindsofrocktypes .Graniteand

graniticregionscanbefoundallovertheworldandthusaffectthelivesofagreatmanypeople.

Graniteisoftenusedasabuildingmaterialortobuildbridgesetc.Furthermore ,inareaswhere

weatheredsoilprocessesoperateeasily,heavyrainfallsoftenresultinlandslides ,mudflowsand
otherkindsofdamage-causinghazards.Regionalcharacteristicsanddiversityareimportantto

studyandconsiderfromthe.viewpointofapplication ,asinthecaseofhazardpredictionand

preventionetc.
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Itistheauthor'stasktonowpulltogethermanyyearsofresearchinthisfield.However,in

Japanthefieldof"granitegeomorphology"remainstobeestablished.Theauthorwillworkto

establishandsystematizethisnewfieldas.onerecognizedfieldofgeomorphology.

Someofbasicwaysofthinkingaboutgranitegeomorphologyandtheissueofthediversityof

landformsinhomogeneousgraniticareasarebrieflyintroducedinthispaper.






